
【お申込・お問合せ】（一財）熊本県建築住宅センター 安全推進課
電 話：096-385-0771
メール：abc@bhckuma.or.jp

「木造住宅の巨大地震対策
～地震から家族を守る知恵とワザ～」

講師:井戸田 秀樹 教授
名古屋工業大学大学院教授
高度防災工学研究センター長
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１ 開会

２ 水俣市から

３ 講演会の流れの説明

４ ①講演 井戸田秀樹 教授

講演 笠間健太郎 氏

５ ②相談会

６ 閉会

いど た ひで き

講
演
内
容 「住宅耐震化の流れと実例」

講師:笠間 健太郎 氏
（有）熊本環境建築事務所

かさ ま け んたろ う

建築士、大工さん、
市・町職員等が参加する

無料相談会

～お気軽にご参加ください～

２１

・誰に何を相談したらいいか分からない…
・耐震化ってどんな工事が必要なの？
・どんな支援制度があるの？
・私でも融資を受けられる？

主催：熊本県
共催：水俣市、芦北町、津奈木町、熊本市、八代市、天草市、(一財)熊本県建築住宅センター
後援：熊本県建築物安全安心推進協議会、（一社）熊本県建築士事務所協会

事前申し込みが必要です。

詳しくは裏面をご覧ください。

【申込期限】

【申込方法】

・ＷＥＢ、メール、電話

入場無料
先着５０名

(事前申込制)

日時

会場

講演会 １時間半程度
相談会 １時間程度

平成２８年の熊本地震では、古い木造住宅が倒壊し、被災者の方は、住み慣れた地域や住まいを
離れ、⾧い避難生活を強いられました。令和６年能登半島地震でも、古い住宅で大きな被害が発生
したことから、熊本県と市町村では、地震に対する住まいの安全を高められるよう耐震診断や改修
費の補助を拡充しています。今回の講演会では、地震への備えの重要性や安価な耐震改修工法など、
専門家の先生をお招きしてお話いただきます。いつまでも住み慣れた地域や住まいで暮らせるよう、
ご近所の皆様と一緒に、ご参加をお待ちしています。

（水俣市陣内一丁目1番1号）
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水俣市役所 ３階会議室ＡＢＣ・・

予
定



○講演１
井戸田 秀樹（いどた ひでき）教授
名古屋工業大学大学院工学専攻建築・デザイン分野教授。

木質構造・鉄骨構造の耐震安全性を専門に、来る南海トラ
フ巨大地震に備えるため木造住宅の安価な耐震改修工法の
研究と開発を手掛ける。

●講師プロフィール
○講演２
笠間 健太郎（かさま けんたろう）氏
（有）熊本環境建築事務所で、日頃から耐震診断及び耐

震改修設計・工事監理の業務に携わる。
多くの住宅の耐震補強工事の実績があり、九州各地で
「木造住宅の耐震診断と補強方法」講習会の講師を務める。

※この申込書による個人情報は、他の目的に使用することはありません。
※入場券・整理券等の配布は行いませんので、ご了承ください。
※建築士会継続能力開発（CPD）制度の認定講座の予定です。

参加申込方法

以下のいずれかの方法でお申し込みください。

●【WEB申込】
右記のQRコードからお申し込みください（PC用ｱﾄﾞﾚｽ：https://ws.formzu.net/fgen/S815643875/）

●【メール申込】（一財）熊本県建築住宅センター abc@bhckuma.or.jp
以下の参加申込に必要な情報をメールにて送付ください

●【電 話】（一財）熊本県建築住宅センター ０９６－３８５－０７７１
以下の参加申込に必要な情報をお電話にてお伝えください

≪申込に必要な情報≫

［ＱＲコード］

会場案内図

水俣市陣内一丁目1番1号

※駐車場について
本庁舎１階駐車場に駐車
ください。
当日の係員の誘導に従っ
てください。

●広域地図

●詳細地図

水俣市役所

◎

◎

相談会は、個別ブースにて対応する『個別相談』形式と、会場全体からの質疑に回答していく『質疑応答』形式の２種
類を並行して実施する予定です。お申し込みの際にどちらを希望されるか、事前にお知らせください。

フリガナ
電話番号

（日中連絡可能な番号をご記入ください）

お名前
メールアドレス

（県からの情報提供に使用させていただく場合がございます）

（電話番号）

（アドレス）

お住まいの市町村
（市町村名の次の地名までご記入ください）

＜申込者情報＞

＜相談会の希望形式等＞

【お申込・お問合せ】（一財）熊本県建築住宅センター 安全推進課
電 話：096-385-0771
メール：abc@bhckuma.or.jp

個別相談 全体相談
※図面・写真等があ
ると分かりやすいです

※全体での質疑
応答形式

○ ○ ○

相談形式（いずれか） 相談内容（複数回答可）

耐震診断
改修設計
について

改修工事
について

補助制度
について

融資
について

その他

（例）


